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À　ୖ代桜

ൃ๖小学校の校࿍にነಓĪį（ĨİħĬ）年に植樹され、ነಓ、大ฝ、൨Ꭼ、

ᇓ成、そして፭Ꭼと生きᄌいている歴史ある桜です。ᇓ成のಐ代に�౟代桜�

と呼ƥれていたこの桜は、፭Ꭼになり�ୖ代桜�として歴史を૬ƃ໗けています。

本市ି有の桜

日立ஞন桜

ӡひたちָにかん֕くらӢ

お֍つやよい

ひたちऱ ӡみやびӢ



年月日 市民 市

令
和
３
年

Į月 Ĭ日 »༌Ĩ回日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議

（設立ຳ会）

į月 ĭ日 »༌Ĩ回ప定検討会議

ྃ内関૒ड所

４Īड所

İ月 İ日 »市民Ǎンǜート（⿤İ月ĩĩ日）

対象者 市民ĩ�ħħħ人

回း෾įĩĨ人（回೭ጴ４Ĩ²）

Ĩħ月 Ĩĩ日 »༌ĩ回ప定検討会議

ĩĨ日 »༌ĩ回日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議

ĨĨ月 ĩĩ日 »༌Ī回ప定検討会議

令
和
４
年

Ĩ月 Ĩİ日 »༌４回ప定検討会議

（ിኜ開催）

ĩ月 į日 »༌Ī回日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議

（ിኜ開催）

ĩĨ日 »ǼブリッǚコȌント（⿤Ī月Į日）

見提出者࡝ ĩİ人

見ଉ෾࡝ Ĭ４ଉ

Ī月 ĩĬ日 »༌４回日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議

策定検၀体制

１　策定૪थ

２　策定検၀ຎද


�� 日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議 ĩħ人

・「さくらのまち日立」のମ風景を次の世代に引き継いでいくため、঱民協။により

さくらのまちづくりを෮ුしていくことをኬ的とし、፭ᎬĪ年Į月Ĭ日に設立

・ 市長が࡙ඨする、市民ཆ体、教育関૒ཆ体、産業ै、市関૒機関及び学識経ଫ者の

でஓ成ࡿ࡙

・さくらのまちづくりに関する๔኷的な知識を有するǍドǻイǡーを設མ

・本会議が૱बప定࡙ࡿ会のዂআを担い、ৰ本૱बの内ዴをල議

・፭ᎬĪ年Į月から４回開催


�� さくらのまちづくりৰ本૱बప定検討会議 ྃ内４Īड所

・ ྃ内各部ड所のಈ業૱बについて、ࣧ断的に情報੢有を図るとともに、各種施పと

の整合性を図りながら、ৰ本૱बにᄗ映するため開催

・ྃ内関૒ड所４Īड所のड所長でஓ成

・፭ᎬĪ年į月から４回開催

資ፍᇨ

̍�

その後も多くの企業によって、 社宅や鉱山鉄道沿い等にソメイヨシノの植樹が行われたほか、 市民の

協力によって、 公共施設などにもたくさんの桜が植えられたことから、 本市は、 市民や訪れる人々を笑

顔にする 「さくらのまち」 となりました。

昭和５２年に桜を市の花に認定し、 平成２年には、 かみね公園 ・ 平和通りが日本の 「さくら名所１００

選」 に選定されました。 さらに、 平成１７年には環境都市 ・ 日立を宣言し、 「さくら」 を環境の歴史的シ

ンボルとしてきました。

一方で、 本市の宝でありシンボルでもある桜ですが、 近年では植樹から７０年余が経過したものもあ

ることから、 次第に衰えが目立ち始めています。

そこで、 先人たちが大切に守り育ててきた桜とその想いを、 次の世代に引き継いでいくとともに、 まち

の魅力向上や活性化を推進するための指針となる 「ひたちさくら彩
いろ

プラン」 を策定いたしました。

本計画の推進におきましては、 市民 ・ コミュニティ ・ 教育機関 ・ 産業界など、 数多くの関係者の皆様

方の御理解と御支援を賜りながら、 「ひたちらしさ」 の磨き上げにつながる 「さくらのまちづくり」 に取り

組んでまいります。

  結びに、 本計画の策定に当たり、 御審議いただきました日立市さくらのまちづくり推進市民会議の委

員の皆様をはじめ、 御協力を賜りました関係者の皆様に心からのお礼を申し上げます。

日立市は、 東に青く輝く太平洋、 西に四季折々の彩りを見せる阿武

隈山系の山々に囲まれた、 豊かな自然と温暖な気候に恵まれたまちで

す。 そして、 公園や街路樹、 学校をはじめ、 様々な場所で桜に出会う

ことができるまちでもあり、 春にはまちを華やかに彩るなど、 桜は、 多

くの市民に愛されています。

本市は、 日本有数の鉱工業都市として発展してきましたが、 鉱山か

らの煙害により、深刻な環境問題に直面した時代がありました。 しかし、

大煙突の建設や自然環境の回復を目指して企業と地域住民が協力し

て行った 「オオシマザクラ」 の植林などの煙害対策への取組により、 こ

の問題を克服してきた力強い歴史があります。

༌Ĩൻ　૱बのೡ౯　

		༌Ĩ節　ప定のೡ౯　���������� 　Ĩ

		༌ĩ節　૱बのࡔམ付け　��������　 Ĩ

		༌Ī節　૱ब期間　����������� 　Ĩ

		༌４節　対象ᄧࡗ　�����������　 Ĩ

༌ĩൻ　桜のଵඡとड༎　

		༌Ĩ節　本市の桜のଵඡ　�������� 　ĩ

		༌ĩ節　桜に関するड༎　��������　 ĩ

༌Īൻ　「さくらのまちづくり」⿤ኬ౪すべきౣ⿤　

		༌Ĩ節　ৰ本理Ⴊ　　����������　 Ī

　༌ĩ節　ৰ本方෕　⿤４つの方向性⿤　��　 Ī

　༌Ī節　施పの体૩　���������　 ４

		༌４節　ৰ本施ప　����������　 Ĭ

༌４ൻ　拠点施設における整備方෕　

		༌ � 節　重要管理拠点　��������　 Į

　༌ĩ節　その໢の拠点　��������　 İ

༌Ĭൻ　さくらのまちづくり実ଵに向けて　

		༌Ĩ節　Ĭ年後のኬ౪すべきౣ　����　Ĩħ

		༌ĩ節　૱बの෮ු体制　�������		Ĩħ　

資ፍᇨ

　ప定検討体制　������������　ĨĨ

ごあいさつ　

ኬ　次

令和４年５月 日立市長



第１節　策定のೡ౯

　本市のシンボルである桜は、市民と企業が力を合わせて࣒॔を௄ᆴした力強い歴史

の中で育まれてきました。

　まちの発࿶とともに桜を大切にしてきた๐人たちのມいを೥け継ƃ、市民・企業・

行政の協။により桜を守り育てる࡝識のඦ成を図るとともに、Ĭ年๐、Ĩħ年๐につ

ながるさくらのまちづくりを෮ුするための౪෕となるৰ本૱बをప定するものです。

第１ൻ　૱बのೡ౯

第４節　໴ඉᄧࡗ

　本૱बの対象とする桜は、本市のさくらのまちづくり෮ුのためにᅢ要な全ての

桜とします。

第２節　૱बのࡔམᆋけ

　本૱बは、「日立市ຳ合૱ब」等を上ࡔ૱बとし、「༌Ī次日立市観光物産振興૱ब」

をౡめとする໢の૱ब等との整合を図りつつప定するものです。

　本૱बは、፭Ꭼ４（ĩħĩĩ）年度から፭ᎬĨĪ（ĩħĪĨ）年度までのĨħ年間

のৰ本理Ⴊ、ৰ本方෕を定めるとともに、༌Ĩ期૱बとして፭Ꭼ４（ĩħĩĩ）年度

から፭Ꭼį（ĩħĩĭ）年度のĬ年間に取り組む施పを定めます。

　૱ब内ዴは、社会情勢のᇥ化、施పのුྜྷඡੳ及び関連૱बのू定ඡੳにࣤじて、

Ĭ年後に見ྞしを行います。

第３節　૱बৼ৖

૱ब期間

፭Ꭼ４（ĩħĩĩ）年度⿤፭Ꭼį年（ĩħĩĭ）年度 ፭Ꭼİ（ĩħĩĮ）年度⿤፭ᎬĨĪ年（ĩħĪĨ）年度
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第Ĭൻ　さくらのまちづくりಲଵに୶けて

第１節　ĬႩଢ଼のኬ౪すƮきౣ

第２節　૱बの෮進体制

　関૒機関と連携を図りながら、૱बを෮ුしていきます。

Ĩ　日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議のࢪࢥ

本市のさくらのまちづくりを঱民協။により෮ුするため、市施పをල議するとともに、市民

活動の中心的なዂআを担っていきます。

ĩ　市民・企業・行政の連携

市民・企業・行政が連携して桜を守り育てる体制をஓཝし、技ട向上の取組の෮ුや、適切な

管理と保全にኃめることが「さくらのまち日立」の実ଵにつながります。

Ī　人材育成のための教育機関との連携

教育機関と連携し、小学生を対象にさくら教室を開催し、桜を大切に思う心を育み、次世代を

担う人材の育成を図ります。

４　桜を活
い

かした観光・商業関૒者との連携

各観光施設や観光物産協会等との連携強化により、交流人口拡大を図ります。

また、商工会議所や企業等と連携し、商品の開発やＰＲを行い、「さくらのまち日立」を市内

外に広く印象づけます。

さくらのまちづくりに関するイベント支援、里親支援及び募金による支援などの支援を通じて、

໣くの人々が「さくらのまち日立」に関わることができる体制づくりを行っていきます。

Ĭ　市内外支援者との連携

かƴƢ୰ࣆ൙来ໂ

４　観光施設と桜の名所との連携や、ＳＮＳ等を活用した情報発信の強化により、本市の魅力向上が

図られ、交流人口の拡大や地域の活性化につながっています。

Ĩ　市民・企業・行政の協။により、桜の適切な管理や保全を行う体制がஓཝされて活動がුみ、樹

勢の良い桜がໃえています。

ĩ　桜の歴史を学んだり、さくらのまちづくりに関するイベント等にౄ加する機会がໃえ、桜に࠮ཧ

を感じたり୐りに思う市民がໃ加しています。

Ī　桜の名所である重要管理拠点の再整備とともに、新たな桜の拠点づくりがුみ、魅力的な交流拠

点の創出が図られています。

̍�
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第２節　ƒの໢の拠点

１ ॆᆃエȕǍ

　おさかなセンターやਵಎサンǿǍ日立、ॆ࣎いのなƃさ公園などを৞めたǓリǍです。

　なƃさ公園の਴ඡの፜地をこのǓリǍのシンボル的な景観となるよう演出し、ྌ風に強いǕǕ

シȉǡǚラやタイリȒǑǡǚラ等の樹種を用いて、೮遊コースをᇶいて桜を楽しめるような整備

を検討します。

 ���　ſƊかなǦンǪ|೮ᇩ　

　園内には、ਏくǽǖリモやᅖしいॆにኬを向けながらǑǔーǘンǛを楽しめるైప路があり、

最࣢のᅖしい௱ᆃƭつながっています。　　

　また、園内にはྌ風に強い桜（ǕǕシȉǡǚラ等）が生育しており、さらに、ǽǖリモやǺȉ

Ǚǚ等と੢生し、桜の保全や整備を行っていくことにより、自然ሟかな公園の魅力向上につなが

る演出を検討します。

 ���　ဪঌ๖ǽǖȕȍ公園�ฝಠ኎ൺgဪঌ๖ॆᆃ፜ད�

２ ƳƖなかエȕǍ

　ŁＲඛᄰ๦の各ࢾ๶広場やඛᄰၗインターǬǒンǣ೮ᇩは本市の交通要所であり、市内外の໣

くの人々がሞれる場所です。

さくらのまち日立を印象付けるにはଁかせない場所であるため、本市固有の桜である「日立紅

寒桜」「おƃつやよい」「ひたちऱ」を活用するなど、交通要所利用者をञやかに出૸える桜景観

の創出を検討します。

๶ஃ඘・ඛᄰၗŀĺ೮ᇩࢾ　��� 

　小・中学校や交流センターには໣くの桜が存ఓし、

地域を代表する桜の名所と認識されている場所も໣

෾ありますが、樹勢が衰えている桜も໣く見られま

す。

　これらの桜を次の世代に引き継ぐために、桜の特性

や本市の桜の歴史を学ƫ機会や管理技能講習会の開

催などを通じて、学校や交流センターの桜を守り育て

る࡝識のඦ成を図るとともに、衰えている桜の樹勢回

復やஏ新を行うことを検討します。

 ���　ॺ஑・୪ጺǦンǪ|　

Ī ࣢౅エȕǍ

　「࣢日立きららの里」には、ǨȌイȓシǹを中心として、ȏȉǡǚラやサトǡǚラ૩のưか、

本市固有の桜である「日立紅寒桜」が植樹されているのが特྇です。

　桜の開花が市街地よりĨഃ間からĩഃ間ཛく、市街地で桜が咲き೸わった後でも桜の観賞がで

きるため、市街地とはࡣなる魅力があります。

　࣢౅の立地を生かした、ཛいಐ期まで楽しめる桜の名所の整備を検討します。

 
��　࣢日立Ƃららのጰ

ൃ๖൚学஑�ୖ代桜�

�

第１節　本市の桜のଵඡ
本市には、公園、街路樹、学校などの市有施設や企業、民地などに植えられた桜があり、

໣くの市民に࠮され、ണにまちをञやかにఀります。

ᇓ成ĩ年には、ᇓᎬ通り・かみƢ公園が日本の「さくら名所Ĩħħ選」に認定され、

፯年４月に開催される「日立さくらまつり」では、ᇓᎬ通りがዃĨŢŤの桜のトンǸ

ルとなり、ሞれる市民や໣くの観光ਰをർ৩にする、本市の਌重なఖ産となっています。

近年では、植樹されてから長い年月を経ている桜が、઱ၒができたり、େ枝がໃえ

たりするなど、樹勢が衰えているඡੳが໣く見られます。　

第２ൻ　桜のଵඡとड༎

第２節　桜に関するड༎

本市の桜のଵඡや市民Ǎンǜートの結果等により、次のड༎がነらかになりました。

Ĩ　桜の衰ೕ化

ĩ　企業・民地の桜の管理と保全

Ī　桜を大切にする࡝識のඦ成

４　桜を守り育てる活動や技能を学ƫ場の提供

Ĭ　桜の名所の魅力向上

ĭ　桜を活
い

かした地域活性化

本市を代表するᇓᎬྫྷりの桜
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Ī ࡐॿ౅

    整備方針

本市の桜のルーǯとなった、ǕǕシȉǡǚラの子ໝなどዃĬĩħ本の桜がଵఓもໍづく਌重な౅です。

かƴƢ୰ࣆ࿶ሰ༊からሰƵࡐॿ౅

ॿ౅ࡐ

་࣒ၩ

ī 十࣪Ǽǹラȉ公園

    整備方針

①　「一目千本桜のࢦ
うんかい

ॆを演出」

　Ǔントランスから࿶ሰ༊ƭ౼るまでを連໗的な桜ᇖ木として再整備を検討します。

②　「षዥตのŷるſचଣஃ඘の整備」

桜にࡗまれたお花見広場の整備や広場を೮回する園路を活用した桜の景観づくりを検討します。

③　「色とりƞりのǠトǡǚラが一ฮにఝく、એの桜の਴をຕ出」

サトǡǚラを活用し、開花ಐ期をǓリǍ全体でそǂえて、ǨȌイȓシǹの後にサトǡǚラが色とりど

りに咲き୐り、ႏ度ኬのお花見を楽しめる、એの桜の਴をኬ౪した整備を検討します。

④　「ጰ౅にఝく、ȏȉǡǚラを楽しƵ」

ȏȉǡǚラや఺木を఑立たせることで里౅のጜちཧいたᇋਂࡗを演出します。

を演出ॆࢦኬ๑本桜のࡴ 回遊性のあるſचଣஃ඘の整備

ഋ࣪ダȋを見ऀǂす高༊にある公園で、ኜ積ዃ４e４şŘの園内には、ĪĬ種ዃ４ħħ本の桜が植樹されて

いて、サトǡǚラ૩の種፬が໣い場所となっています。

「市民ౄ加の世代を越えたĩĩ世ਈのさくらの౅づくり」

①　ଵఓŷる桜を生かして、１ħħႩଢ଼に桜の੎木がŷる౅づくり

幹೮ĪŤ以上の੎木がある౅づくりをめざします。

②　౦ኁ・৫઄・行ทが੤။し、ුめる౅づくり

管理を重視した市民ౄ加૙の桜の౅づくりをුめていきます。

③　ස፟のᇱ๺とጦዿが一໲となƘƔ౅づくり

市民がૠえる桜の౅づくりをめざします。

�

本市のシンボルƜある桜を次世代に引き継ぐとともにb

桜を活
い

かしたまちづくりを෮進するƈとによりbまちの活性化につなƇる

第３ൻ　「さくらのまちづくり」⿤ኬ౪すƮきౣ

第１節　基本理Ⴊ　

本市の桜のଵඡやड༎、樹勢調査及び市民Ǎンǜート結果等を၃まえ、Ĩħ年後の「さく

らのまちづくり」のኬ౪すべきౣとして、ৰ本理Ⴊ及びৰ本方෕を定めます。

「さくらのまちづくり」を෮ුするため、本૱बのৰ本理Ⴊを次のように定めます。

第２節　基本ሑ෕　⿤４つのሑ୶性⿤

ৰ本理Ⴊにৰづき、ৰ本方෕として４つの方向性を定めます。

Ĩ　「さくらのまち日立」のମ風景を次の世代に引き継ぐまちづくり

市民・企業・学校・行政等との協။による「さくらのまちづくり」を෮ුするため、

地域の桜を地域で守り育てる౗組みづくりと桜の管理と保全活動を継໗する体制を

ஓཝし、「さくらのまち日立」のମ風景を次の世代に引き継いでいきます。

ĩ　୐れるƪるさとのシンボルとして࡝識のඦ成

コミュニティ༳ࡔの市民活動や子どもの頃から桜について学ƫ機会を通じて、地

域ƭの࠮ཧや୐りを生み出し、本市のシンボルである桜を大切に思う࡝識のඦ成を

図ります。

Ī　桜を活
い

かした魅力的な交流拠点の創出

自然環境に恵まれた本市の特色を活用し、立地にࣤじたၤ自性のある桜の拠点整

備を෮ුし、既存の名所の再整備や新たな名所づくりに取り組むことで、市内外か

ら໣くの人々がሞれる、日立らしい魅力的な交流拠点を創出します。

４　͘͞Βͷ·ͪͮ͘ΓʹΑΔ஍Ҭͷੑ׆Խ

桜と観光資源を連携させて、相乗効果で人を呼び込む取組や積極的な情報発信を

行うことにより、「さくらのまち日立」の魅力を市内外の໣くの人々にＰＲし、交流

人口の拡大を図り、地域の活性化につなƇます。



第１節　重要管理拠点

第４ൻ　拠点施็にſける整備ሑ෕

  整備方針

日立ࢾからேၗĭ஼までの࣊長ዃĨŢŤのೆၗのፊ໊に、ዃ

Ĩĩħ本のǨȌイȓシǹが植樹されており、ᅖしい桜ᇖ木は、か

みƢ公園とともに日本の「さくら名所Ĩħħ選」に選ƥれています。

日立ࢾ๶からの桜ᇖ木

①　危険木に対して迅速に対応し、更新する

交通機能ƭのඏ॔となるရᆰの৭଩が大きい桜（৭଩木）を、

৭଩度にࣤじて、早期にዓ๐的に࿯ੌします。

②　並木景観を維持しながら更新を行う

定期的に৭଩度、ଌ全性を経過観察しながらവ次ஏ新をුめます。

③　計画期間は中・長期的な並木の景観再生とする

૱ब当ഷのஏ新木が生長し、ᇖ木景観が再生されるまでを૱ब

期間として検討します。
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理Ⴊ 基本施策

¹ �　地域を代表する「わがまちの桜」選出

　�　未来を担う子どもたちが学ぶ「さくら教室」の開催

�　桜とふれあう植樹祭や観察会の開催

�　企業や教育・研究機関と連携した桜材の活用研究

¹ �　桜の重要管理拠点の再整備

�　「ひたちらしさ」を演出する市固有の桜名所づくり

�　魅力ある新たな桜の名所創出

�　桜の名所をつなぐ回遊性の創出

¹ �　桜と観光資源を結びつけた観光振興

　�　企業等との連携による桜の特産品の開発・販売促進

�　ＳＮＳを活用した桜の情報発信強化

�　市内外の支援者による「桜のサポーター制度」創出

¹ �　市民や企業との協働による桜の樹勢点検

�　名木の保全と樹勢回復

�　地域コミュニティによる桜を守り育てる体制づくり

�　桜の知識や技能を有する「ひたち桜
さくらもり

守」の認定

基本ሑ෕

「さくらのまち日立」の

原風景を次の世代に

引き継ぐまちづくり

誇れるふるさとの

シンボルとしての

意識の醸成

桜を活
い

かした

魅力的な交流拠点の創出

さくらのまちづくり

による地域の活性化

施策のሑ୶性

桜を誇る意識の醸成

学びふれあう機会の創出

अཏ୶එƭの೘ຎ

৻ໜの名所の魅力୶එ

新たな名所の創出

桜の特性を活
い

かした演出

桜を活用した観光振興

情報発信の強化

支援体制の॰立

桜の所ఓとଵඡのႾ࠶

次世代ƭ引き継ぐ೘ຎ

守り育てる体制のஓཝ

1

2

3

4

¹Ƥዓ๐して೘りຎƵ施策

地域コミュニティによる桜を守り育てる体制づくり


ॿ౅ࡐ �

未来を担う子どもたちが学ぶ「さくら教室」の開催

�

２ かみね公園

   整備方針

ሾ関ဪ有෾のਊኟを୐る動物園や遊園地等を備えた、本市を代表する観光施設で、ണにはዃĨdħħħ本の

桜が咲き୐り、ᇓᎬ通りとともに日本の「さくら名所Ĩħħ選」に選ƥれた桜の名所地となっています。

① 　「一
ひとめせんぼんざくら

目千本桜の公園整備」

　一ኬで๑本の桜を見ることができる桜の名所を「一ኬ๑本桜」とൺすることから、かみƢ公園でも、

ேၗĭ஼などからྏሰできる場所やྚ上࿶ሰ༊広場の೮ᇩを重点的に整備することで、日本の「さくら

名所Ĩħħ選」にƪさわしい整備を行います。

② 　「日立紅寒桜と十
といろざくら

色桜で長い期間楽しめる桜の演出」

　本市固有の桜である極早咲きの日立紅寒桜を拠点化するとともに、ǨȌイȓシǹよりも開花ಐ期がཛ

く、ఀりሟかなサトǡǚラを植樹し、໣様な桜が長く咲く公園であることを印象付けます。

③ 　「華やかなエントランスで魅力づくり」

　来園者が最ഷに利用する઱間となるため、樹勢の良い桜が花付きを保ちながらञやかに咲いて、来園

者を૸える魅力づくりを行います。

④ 　「動物と一緒に色々な桜を楽しもう」

　動物と桜を၍ಐに写真に೭めるಈが出来るスポットを中心に、桜の整備や管理等を行います。

整備ࣆኬ๑本桜の୰ࡴ ၌ᆾとࡴഽにනyな桜をॼしもう

本市の桜の拠点のうち、歴史・景観・利用といった観点から特に重要とணえられる拠点を選定し、４か所の重

要管理拠点を設定しています。本市を代表する桜の名所にƪさわしい拠点をࡥಏ管理していくため、樹勢回復や

桜の植樹などの૱ब及び実施を検討します。



第４節　基本施策

地域を代表する

「わがまちの桜」選出

　各コミュニティから、地域を代表する桜と名所地

を募り、「わがまちの桜」を選出します。

　この選出された桜を通して、世代を越えた人々が

桜を守り育てる活動でつながり合える環境を提供し、

地域の活力と魅力向上を図ります。

施策

２-１

　子どもの頃から桜の歴史や生育に関心を抱いても

らう取組として、子ども達や親子を対象とした植樹

祭や教材を活用した講演会を開催します。

　また、桜の季節に観察会を開催し、より身近に桜

を感じられる機会をつくります。

桜とふれあう植樹祭や観察会の開催
施策

２-３

未来を担う子どもたちが学ぶ

「さくら教室」の開催

　小学生を対象としたさくら教室を開催し、子ども

たちに本市の桜の歴史とともに、桜の「今」を伝え

たり、学校の桜に対して施肥などの活動を行うこと

で、本市の宝である桜を大切に思う心を育み、桜を

守り育てる人材の育成を図ります。

施策

２-２

　桜は鑑賞する以外にも、桜材が様々な分野で活用

されています。

　地域の企業や教育・研究機関と連携し、伐採した

幹や剪定した枝の活用方法を調査研究し、本市の桜

に付加価値をつけていきます。

企業や教育・研究機関と連携した

桜材の活用研究

施策

２-４

施策

１-３

桜の知識や技能を有する

「ひたち桜
さくらもり

守」の認定

桜の保全に関する知識を深め、観察・診断等の技

能を習得するための、技能養成講座を開催します。

　さらに、桜の保全に関わる知識や技能を有し、保全

活動でリーダーシップを発揮できる人を「ひたち桜

守」に認定し、地域の桜保全活動の活性化を図ります。

名木の保全と樹勢回復
施策

１-４

　名木といわれる桜は、地域の歴史や文化、風習、

景観の一部を担ってきました。　　

　これらの名木の保全と樹勢回復は、地域を一つに

まとめる力になり、シンボルにもなることから、さ

くらのまちづくりにおいても重要な取組となります。

市民や企業との協働による

桜の樹勢点検

本市には公園、街路、学校、交流センター、神社、

企業など、身近な場所に桜が植えられ、市民に親し

まれています。

　それらの品種名や樹勢を知るために、市民や企業

と一緒に桜の点検を実施し、その結果を広く活用し

ていきます。

施策

１-１

地域コミュニティによる

桜を守り育てる体制づくり

地域の桜を地域住民・企業・学校と行政が連携・

協力して地域で守り育てる「桜守」活動を行います。

　桜守が中心となって、適切な管理と保全を行うこ

とにより、良好な景観形成を創出し、次の世代に引

き継いでいきます。

施策

１-２

「さくらのまち日立」の原風景を次の世代に引き継ぐまちづくり

誇れるふるさとのシンボルとしての意識の醸成

5

魅力ある新たな桜の名所創出

　自然環境に恵まれた本市の特色を活用して、新た

な名所づくりを行います。

　また、既存の観光資源を桜で磨きをかけるという

視点で、新しい桜を植樹したり、樹勢が衰えている

桜の回復を図るなど、桜を活用した名所創出に取り

組みます。

施策

３-３
桜の名所をつなぐ回遊性の創出

　魅力ある桜の名所に光を当て、名所をつなぐこと

により、回遊性を創出します。

　長い期間、花を楽しむことができるモデルコース

を設定し、桜めぐりの機会を提供します。

施策

３-４

桜の重要管理拠点の再整備

　本市には、歴史・景観・利用などの観点から、重

点的に桜の管理と保全に取り組むべき、４か所の重

要管理拠点があります。

　これらの拠点には、植樹後長い年月が経過し、樹

勢の衰えが見られる桜もあるため、新たな桜の植樹

や樹勢回復などの再整備を行い、桜の名所としての

魅力向上を図ります。

施策

３-１

「ひたちらしさ」を演出する

市固有の桜名所づくり

極早咲きで希少性の高い「日立紅寒桜（ひたちべ

にかんざくら）」などの本市固有の園芸品種を活用し

ながら、本市ならではの桜の名所を創出します。

　そのため、固有品種の苗木について生産体制を確

立し、適切な環境で育成・管理を行い、広く活用し

ていきます。

施策

３-２

桜を活
い

かした魅力的な交流拠点の創出

ＳＮＳを活用した桜の情報発信強化

ＳＮＳを活用して、開花発表やイベント情報だけ

でなく、本市の桜の歴史や桜の特産品に関する情報

等についても積極的に発信します。

　また、将来的には写真・映像などで桜を視覚的に

学べる拠点の整備なども検討します。

施策

４-３

桜と観光資源を結びつけた観光振興

　本市の恵まれた観光資源と桜を結び付けて、相乗

効果で人を呼び込むことにより、観光振興を図りま

す。

　特に、観光物産協会等との連携強化により、本市

最大のまつりである「日立さくらまつり」を通して、

交流人口の拡大を図ります。

施策

４-１

企業等との連携による桜の特産品の

開発・販売促進

　商工会議所や企業等と連携し、新たな桜のブラン

ド商品の開発、ＰＲを行います。

　そして、桜の花が咲く季節以外でも、桜の特産品

のＰＲなどを通じて、「さくらのまち日立」を市内外

に広く印象付けます。

施策

４-２

市内外の支援者による

「桜のサポーター制度」創出

　市内外の支援者による桜のサポーター制度を創出

し、「さくらのまち日立」に関心を寄せていただける

よう呼びかけていきます。

　桜のサポーター制度では、さくらのまちづくりに

関するイベント支援や里親制度及び募金による支援

活動を行っていきます。

施策

４-４

さくらのまちづくりによる地域の活性化

6



第４節　基本施策
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地域の活力と魅力向上を図ります。
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　子どもの頃から桜の歴史や生育に関心を抱いても

らう取組として、子ども達や親子を対象とした植樹

祭や教材を活用した講演会を開催します。

　また、桜の季節に観察会を開催し、より身近に桜
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企業や教育・研究機関と連携した
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桜の知識や技能を有する

「ひたち桜
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桜の保全に関する知識を深め、観察・診断等の技

能を習得するための、技能養成講座を開催します。

　さらに、桜の保全に関わる知識や技能を有し、保全

活動でリーダーシップを発揮できる人を「ひたち桜
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　名木といわれる桜は、地域の歴史や文化、風習、
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まとめる力になり、シンボルにもなることから、さ

くらのまちづくりにおいても重要な取組となります。

市民や企業との協働による

桜の樹勢点検
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地域の桜を地域住民・企業・学校と行政が連携・

協力して地域で守り育てる「桜守」活動を行います。

　桜守が中心となって、適切な管理と保全を行うこ

とにより、良好な景観形成を創出し、次の世代に引

き継いでいきます。
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１-２

「さくらのまち日立」の原風景を次の世代に引き継ぐまちづくり

誇れるふるさとのシンボルとしての意識の醸成
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魅力ある新たな桜の名所創出

　自然環境に恵まれた本市の特色を活用して、新た

な名所づくりを行います。

　また、既存の観光資源を桜で磨きをかけるという

視点で、新しい桜を植樹したり、樹勢が衰えている

桜の回復を図るなど、桜を活用した名所創出に取り

組みます。

施策

３-３
桜の名所をつなぐ回遊性の創出

　魅力ある桜の名所に光を当て、名所をつなぐこと

により、回遊性を創出します。

　長い期間、花を楽しむことができるモデルコース

を設定し、桜めぐりの機会を提供します。
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３-４

桜の重要管理拠点の再整備

　本市には、歴史・景観・利用などの観点から、重

点的に桜の管理と保全に取り組むべき、４か所の重

要管理拠点があります。

　これらの拠点には、植樹後長い年月が経過し、樹

勢の衰えが見られる桜もあるため、新たな桜の植樹

や樹勢回復などの再整備を行い、桜の名所としての

魅力向上を図ります。

施策

３-１

「ひたちらしさ」を演出する

市固有の桜名所づくり

極早咲きで希少性の高い「日立紅寒桜（ひたちべ

にかんざくら）」などの本市固有の園芸品種を活用し

ながら、本市ならではの桜の名所を創出します。

　そのため、固有品種の苗木について生産体制を確

立し、適切な環境で育成・管理を行い、広く活用し

ていきます。

施策

３-２

桜を活
い

かした魅力的な交流拠点の創出

ＳＮＳを活用した桜の情報発信強化

ＳＮＳを活用して、開花発表やイベント情報だけ

でなく、本市の桜の歴史や桜の特産品に関する情報

等についても積極的に発信します。

　また、将来的には写真・映像などで桜を視覚的に

学べる拠点の整備なども検討します。

施策

４-３

桜と観光資源を結びつけた観光振興

　本市の恵まれた観光資源と桜を結び付けて、相乗

効果で人を呼び込むことにより、観光振興を図りま

す。

　特に、観光物産協会等との連携強化により、本市

最大のまつりである「日立さくらまつり」を通して、

交流人口の拡大を図ります。

施策

４-１

企業等との連携による桜の特産品の

開発・販売促進

　商工会議所や企業等と連携し、新たな桜のブラン

ド商品の開発、ＰＲを行います。

　そして、桜の花が咲く季節以外でも、桜の特産品

のＰＲなどを通じて、「さくらのまち日立」を市内外

に広く印象付けます。

施策

４-２

市内外の支援者による

「桜のサポーター制度」創出

　市内外の支援者による桜のサポーター制度を創出

し、「さくらのまち日立」に関心を寄せていただける

よう呼びかけていきます。

　桜のサポーター制度では、さくらのまちづくりに

関するイベント支援や里親制度及び募金による支援

活動を行っていきます。

施策

４-４

さくらのまちづくりによる地域の活性化
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第１節　重要管理拠点

第４ൻ　拠点施็にſける整備ሑ෕

  整備方針

日立ࢾからேၗĭ஼までの࣊長ዃĨŢŤのೆၗのፊ໊に、ዃ

Ĩĩħ本のǨȌイȓシǹが植樹されており、ᅖしい桜ᇖ木は、か

みƢ公園とともに日本の「さくら名所Ĩħħ選」に選ƥれています。

日立ࢾ๶からの桜ᇖ木

①　危険木に対して迅速に対応し、更新する

交通機能ƭのඏ॔となるရᆰの৭଩が大きい桜（৭଩木）を、

৭଩度にࣤじて、早期にዓ๐的に࿯ੌします。

②　並木景観を維持しながら更新を行う

定期的に৭଩度、ଌ全性を経過観察しながらവ次ஏ新をුめます。

③　計画期間は中・長期的な並木の景観再生とする

૱ब当ഷのஏ新木が生長し、ᇖ木景観が再生されるまでを૱ब

期間として検討します。

１ 平和通り

�

第３節　施策の体૩
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基本

理Ⴊ 基本施策

¹ �　地域を代表する「わがまちの桜」選出

　�　未来を担う子どもたちが学ぶ「さくら教室」の開催

�　桜とふれあう植樹祭や観察会の開催

�　企業や教育・研究機関と連携した桜材の活用研究

¹ �　桜の重要管理拠点の再整備

�　「ひたちらしさ」を演出する市固有の桜名所づくり

�　魅力ある新たな桜の名所創出

�　桜の名所をつなぐ回遊性の創出

¹ �　桜と観光資源を結びつけた観光振興

　�　企業等との連携による桜の特産品の開発・販売促進

�　ＳＮＳを活用した桜の情報発信強化

�　市内外の支援者による「桜のサポーター制度」創出

¹ �　市民や企業との協働による桜の樹勢点検

�　名木の保全と樹勢回復

�　地域コミュニティによる桜を守り育てる体制づくり

�　桜の知識や技能を有する「ひたち桜
さくらもり

守」の認定

基本ሑ෕

「さくらのまち日立」の

原風景を次の世代に

引き継ぐまちづくり

誇れるふるさとの

シンボルとしての

意識の醸成

桜を活
い

かした

魅力的な交流拠点の創出

さくらのまちづくり

による地域の活性化

施策のሑ୶性

桜を誇る意識の醸成

学びふれあう機会の創出

अཏ୶එƭの೘ຎ

৻ໜの名所の魅力୶එ

新たな名所の創出

桜の特性を活
い

かした演出

桜を活用した観光振興

情報発信の強化

支援体制の॰立

桜の所ఓとଵඡのႾ࠶

次世代ƭ引き継ぐ೘ຎ

守り育てる体制のஓཝ

1

2

3

4

¹Ƥዓ๐して೘りຎƵ施策

地域コミュニティによる桜を守り育てる体制づくり


ॿ౅ࡐ �

未来を担う子どもたちが学ぶ「さくら教室」の開催

�

２ かみね公園

   整備方針

ሾ関ဪ有෾のਊኟを୐る動物園や遊園地等を備えた、本市を代表する観光施設で、ണにはዃĨdħħħ本の

桜が咲き୐り、ᇓᎬ通りとともに日本の「さくら名所Ĩħħ選」に選ƥれた桜の名所地となっています。

① 　「一
ひとめせんぼんざくら

目千本桜の公園整備」

　一ኬで๑本の桜を見ることができる桜の名所を「一ኬ๑本桜」とൺすることから、かみƢ公園でも、

ேၗĭ஼などからྏሰできる場所やྚ上࿶ሰ༊広場の೮ᇩを重点的に整備することで、日本の「さくら

名所Ĩħħ選」にƪさわしい整備を行います。

② 　「日立紅寒桜と十
といろざくら

色桜で長い期間楽しめる桜の演出」

　本市固有の桜である極早咲きの日立紅寒桜を拠点化するとともに、ǨȌイȓシǹよりも開花ಐ期がཛ

く、ఀりሟかなサトǡǚラを植樹し、໣様な桜が長く咲く公園であることを印象付けます。

③ 　「華やかなエントランスで魅力づくり」

　来園者が最ഷに利用する઱間となるため、樹勢の良い桜が花付きを保ちながらञやかに咲いて、来園

者を૸える魅力づくりを行います。

④ 　「動物と一緒に色々な桜を楽しもう」

　動物と桜を၍ಐに写真に೭めるಈが出来るスポットを中心に、桜の整備や管理等を行います。

整備ࣆኬ๑本桜の୰ࡴ ၌ᆾとࡴഽにනyな桜をॼしもう

本市の桜の拠点のうち、歴史・景観・利用といった観点から特に重要とணえられる拠点を選定し、４か所の重

要管理拠点を設定しています。本市を代表する桜の名所にƪさわしい拠点をࡥಏ管理していくため、樹勢回復や

桜の植樹などの૱ब及び実施を検討します。



�

Ī ࡐॿ౅

    整備方針

本市の桜のルーǯとなった、ǕǕシȉǡǚラの子ໝなどዃĬĩħ本の桜がଵఓもໍづく਌重な౅です。

かƴƢ୰ࣆ࿶ሰ༊からሰƵࡐॿ౅

ॿ౅ࡐ

་࣒ၩ

ī 十࣪Ǽǹラȉ公園

    整備方針

①　「一目千本桜のࢦ
うんかい

ॆを演出」

　Ǔントランスから࿶ሰ༊ƭ౼るまでを連໗的な桜ᇖ木として再整備を検討します。

②　「षዥตのŷるſचଣஃ඘の整備」

桜にࡗまれたお花見広場の整備や広場を೮回する園路を活用した桜の景観づくりを検討します。

③　「色とりƞりのǠトǡǚラが一ฮにఝく、એの桜の਴をຕ出」

サトǡǚラを活用し、開花ಐ期をǓリǍ全体でそǂえて、ǨȌイȓシǹの後にサトǡǚラが色とりど

りに咲き୐り、ႏ度ኬのお花見を楽しめる、એの桜の਴をኬ౪した整備を検討します。

④　「ጰ౅にఝく、ȏȉǡǚラを楽しƵ」

ȏȉǡǚラや఺木を఑立たせることで里౅のጜちཧいたᇋਂࡗを演出します。

を演出ॆࢦኬ๑本桜のࡴ 回遊性のあるſचଣஃ඘の整備

ഋ࣪ダȋを見ऀǂす高༊にある公園で、ኜ積ዃ４e４şŘの園内には、ĪĬ種ዃ４ħħ本の桜が植樹されて

いて、サトǡǚラ૩の種፬が໣い場所となっています。

「市民ౄ加の世代を越えたĩĩ世ਈのさくらの౅づくり」

①　ଵఓŷる桜を生かして、１ħħႩଢ଼に桜の੎木がŷる౅づくり

幹೮ĪŤ以上の੎木がある౅づくりをめざします。

②　౦ኁ・৫઄・行ทが੤။し、ුめる౅づくり

管理を重視した市民ౄ加૙の桜の౅づくりをුめていきます。

③　ස፟のᇱ๺とጦዿが一໲となƘƔ౅づくり

市民がૠえる桜の౅づくりをめざします。

�

本市のシンボルƜある桜を次世代に引き継ぐとともにb

桜を活
い

かしたまちづくりを෮進するƈとによりbまちの活性化につなƇる

第３ൻ　「さくらのまちづくり」⿤ኬ౪すƮきౣ

第１節　基本理Ⴊ　

本市の桜のଵඡやड༎、樹勢調査及び市民Ǎンǜート結果等を၃まえ、Ĩħ年後の「さく

らのまちづくり」のኬ౪すべきౣとして、ৰ本理Ⴊ及びৰ本方෕を定めます。

「さくらのまちづくり」を෮ුするため、本૱बのৰ本理Ⴊを次のように定めます。

第２節　基本ሑ෕　⿤４つのሑ୶性⿤

ৰ本理Ⴊにৰづき、ৰ本方෕として４つの方向性を定めます。

Ĩ　「さくらのまち日立」のମ風景を次の世代に引き継ぐまちづくり

市民・企業・学校・行政等との協။による「さくらのまちづくり」を෮ුするため、

地域の桜を地域で守り育てる౗組みづくりと桜の管理と保全活動を継໗する体制を

ஓཝし、「さくらのまち日立」のମ風景を次の世代に引き継いでいきます。

ĩ　୐れるƪるさとのシンボルとして࡝識のඦ成

コミュニティ༳ࡔの市民活動や子どもの頃から桜について学ƫ機会を通じて、地

域ƭの࠮ཧや୐りを生み出し、本市のシンボルである桜を大切に思う࡝識のඦ成を

図ります。

Ī　桜を活
い

かした魅力的な交流拠点の創出

自然環境に恵まれた本市の特色を活用し、立地にࣤじたၤ自性のある桜の拠点整

備を෮ුし、既存の名所の再整備や新たな名所づくりに取り組むことで、市内外か

ら໣くの人々がሞれる、日立らしい魅力的な交流拠点を創出します。

４　͘͞Βͷ·ͪͮ͘ΓʹΑΔ஍Ҭͷੑ׆Խ

桜と観光資源を連携させて、相乗効果で人を呼び込む取組や積極的な情報発信を

行うことにより、「さくらのまち日立」の魅力を市内外の໣くの人々にＰＲし、交流

人口の拡大を図り、地域の活性化につなƇます。



�

第２節　ƒの໢の拠点

１ ॆᆃエȕǍ

　おさかなセンターやਵಎサンǿǍ日立、ॆ࣎いのなƃさ公園などを৞めたǓリǍです。

　なƃさ公園の਴ඡの፜地をこのǓリǍのシンボル的な景観となるよう演出し、ྌ風に強いǕǕ

シȉǡǚラやタイリȒǑǡǚラ等の樹種を用いて、೮遊コースをᇶいて桜を楽しめるような整備

を検討します。

 ���　ſƊかなǦンǪ|೮ᇩ　

　園内には、ਏくǽǖリモやᅖしいॆにኬを向けながらǑǔーǘンǛを楽しめるైప路があり、

最࣢のᅖしい௱ᆃƭつながっています。　　

　また、園内にはྌ風に強い桜（ǕǕシȉǡǚラ等）が生育しており、さらに、ǽǖリモやǺȉ

Ǚǚ等と੢生し、桜の保全や整備を行っていくことにより、自然ሟかな公園の魅力向上につなが

る演出を検討します。

 ���　ဪঌ๖ǽǖȕȍ公園�ฝಠ኎ൺgဪঌ๖ॆᆃ፜ད�

２ ƳƖなかエȕǍ

　ŁＲඛᄰ๦の各ࢾ๶広場やඛᄰၗインターǬǒンǣ೮ᇩは本市の交通要所であり、市内外の໣

くの人々がሞれる場所です。

さくらのまち日立を印象付けるにはଁかせない場所であるため、本市固有の桜である「日立紅

寒桜」「おƃつやよい」「ひたちऱ」を活用するなど、交通要所利用者をञやかに出૸える桜景観

の創出を検討します。

๶ஃ඘・ඛᄰၗŀĺ೮ᇩࢾ　��� 

　小・中学校や交流センターには໣くの桜が存ఓし、

地域を代表する桜の名所と認識されている場所も໣

෾ありますが、樹勢が衰えている桜も໣く見られま

す。

　これらの桜を次の世代に引き継ぐために、桜の特性

や本市の桜の歴史を学ƫ機会や管理技能講習会の開

催などを通じて、学校や交流センターの桜を守り育て

る࡝識のඦ成を図るとともに、衰えている桜の樹勢回

復やஏ新を行うことを検討します。

 ���　ॺ஑・୪ጺǦンǪ|　

Ī ࣢౅エȕǍ

　「࣢日立きららの里」には、ǨȌイȓシǹを中心として、ȏȉǡǚラやサトǡǚラ૩のưか、

本市固有の桜である「日立紅寒桜」が植樹されているのが特྇です。

　桜の開花が市街地よりĨഃ間からĩഃ間ཛく、市街地で桜が咲き೸わった後でも桜の観賞がで

きるため、市街地とはࡣなる魅力があります。

　࣢౅の立地を生かした、ཛいಐ期まで楽しめる桜の名所の整備を検討します。

 
��　࣢日立Ƃららのጰ

ൃ๖൚学஑�ୖ代桜�

�

第１節　本市の桜のଵඡ
本市には、公園、街路樹、学校などの市有施設や企業、民地などに植えられた桜があり、

໣くの市民に࠮され、ണにまちをञやかにఀります。

ᇓ成ĩ年には、ᇓᎬ通り・かみƢ公園が日本の「さくら名所Ĩħħ選」に認定され、

፯年４月に開催される「日立さくらまつり」では、ᇓᎬ通りがዃĨŢŤの桜のトンǸ

ルとなり、ሞれる市民や໣くの観光ਰをർ৩にする、本市の਌重なఖ産となっています。

近年では、植樹されてから長い年月を経ている桜が、઱ၒができたり、େ枝がໃえ

たりするなど、樹勢が衰えているඡੳが໣く見られます。　

第２ൻ　桜のଵඡとड༎

第２節　桜に関するड༎

本市の桜のଵඡや市民Ǎンǜートの結果等により、次のड༎がነらかになりました。

Ĩ　桜の衰ೕ化

ĩ　企業・民地の桜の管理と保全

Ī　桜を大切にする࡝識のඦ成

４　桜を守り育てる活動や技能を学ƫ場の提供

Ĭ　桜の名所の魅力向上

ĭ　桜を活
い

かした地域活性化

本市を代表するᇓᎬྫྷりの桜



第１節　策定のೡ౯

　本市のシンボルである桜は、市民と企業が力を合わせて࣒॔を௄ᆴした力強い歴史

の中で育まれてきました。

　まちの発࿶とともに桜を大切にしてきた๐人たちのມいを೥け継ƃ、市民・企業・

行政の協။により桜を守り育てる࡝識のඦ成を図るとともに、Ĭ年๐、Ĩħ年๐につ

ながるさくらのまちづくりを෮ුするための౪෕となるৰ本૱बをప定するものです。

第１ൻ　૱बのೡ౯

第４節　໴ඉᄧࡗ

　本૱बの対象とする桜は、本市のさくらのまちづくり෮ුのためにᅢ要な全ての

桜とします。

第２節　૱बのࡔམᆋけ

　本૱बは、「日立市ຳ合૱ब」等を上ࡔ૱बとし、「༌Ī次日立市観光物産振興૱ब」

をౡめとする໢の૱ब等との整合を図りつつప定するものです。

　本૱बは、፭Ꭼ４（ĩħĩĩ）年度から፭ᎬĨĪ（ĩħĪĨ）年度までのĨħ年間

のৰ本理Ⴊ、ৰ本方෕を定めるとともに、༌Ĩ期૱बとして፭Ꭼ４（ĩħĩĩ）年度

から፭Ꭼį（ĩħĩĭ）年度のĬ年間に取り組む施పを定めます。

　૱ब内ዴは、社会情勢のᇥ化、施పのුྜྷඡੳ及び関連૱बのू定ඡੳにࣤじて、

Ĭ年後に見ྞしを行います。

第３節　૱बৼ৖

૱ब期間

፭Ꭼ４（ĩħĩĩ）年度⿤፭Ꭼį年（ĩħĩĭ）年度 ፭Ꭼİ（ĩħĩĮ）年度⿤፭ᎬĨĪ年（ĩħĪĨ）年度
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日立市ຳ合૱ब
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プラン
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第Ĭൻ　さくらのまちづくりಲଵに୶けて

第１節　ĬႩଢ଼のኬ౪すƮきౣ

第２節　૱बの෮進体制

　関૒機関と連携を図りながら、૱बを෮ුしていきます。

Ĩ　日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議のࢪࢥ

本市のさくらのまちづくりを঱民協။により෮ුするため、市施పをල議するとともに、市民

活動の中心的なዂআを担っていきます。

ĩ　市民・企業・行政の連携

市民・企業・行政が連携して桜を守り育てる体制をஓཝし、技ട向上の取組の෮ුや、適切な

管理と保全にኃめることが「さくらのまち日立」の実ଵにつながります。

Ī　人材育成のための教育機関との連携

教育機関と連携し、小学生を対象にさくら教室を開催し、桜を大切に思う心を育み、次世代を

担う人材の育成を図ります。

４　桜を活
い

かした観光・商業関૒者との連携

各観光施設や観光物産協会等との連携強化により、交流人口拡大を図ります。

また、商工会議所や企業等と連携し、商品の開発やＰＲを行い、「さくらのまち日立」を市内

外に広く印象づけます。

さくらのまちづくりに関するイベント支援、里親支援及び募金による支援などの支援を通じて、

໣くの人々が「さくらのまち日立」に関わることができる体制づくりを行っていきます。

Ĭ　市内外支援者との連携

かƴƢ୰ࣆ൙来ໂ

４　観光施設と桜の名所との連携や、ＳＮＳ等を活用した情報発信の強化により、本市の魅力向上が

図られ、交流人口の拡大や地域の活性化につながっています。

Ĩ　市民・企業・行政の協။により、桜の適切な管理や保全を行う体制がஓཝされて活動がුみ、樹

勢の良い桜がໃえています。

ĩ　桜の歴史を学んだり、さくらのまちづくりに関するイベント等にౄ加する機会がໃえ、桜に࠮ཧ

を感じたり୐りに思う市民がໃ加しています。

Ī　桜の名所である重要管理拠点の再整備とともに、新たな桜の拠点づくりがුみ、魅力的な交流拠

点の創出が図られています。

̍�



年月日 市民 市

令
和
３
年

Į月 Ĭ日 »༌Ĩ回日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議

（設立ຳ会）

į月 ĭ日 »༌Ĩ回ప定検討会議

ྃ内関૒ड所

４Īड所

İ月 İ日 »市民Ǎンǜート（⿤İ月ĩĩ日）

対象者 市民ĩ�ħħħ人

回း෾įĩĨ人（回೭ጴ４Ĩ²）

Ĩħ月 Ĩĩ日 »༌ĩ回ప定検討会議

ĩĨ日 »༌ĩ回日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議

ĨĨ月 ĩĩ日 »༌Ī回ప定検討会議

令
和
４
年

Ĩ月 Ĩİ日 »༌４回ప定検討会議

（ിኜ開催）

ĩ月 į日 »༌Ī回日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議

（ിኜ開催）

ĩĨ日 »ǼブリッǚコȌント（⿤Ī月Į日）

見提出者࡝ ĩİ人

見ଉ෾࡝ Ĭ４ଉ

Ī月 ĩĬ日 »༌４回日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議

策定検၀体制

１　策定૪थ

２　策定検၀ຎද


�� 日立市さくらのまちづくり෮ු市民会議 ĩħ人

・「さくらのまち日立」のମ風景を次の世代に引き継いでいくため、঱民協။により

さくらのまちづくりを෮ුしていくことをኬ的とし、፭ᎬĪ年Į月Ĭ日に設立

・ 市長が࡙ඨする、市民ཆ体、教育関૒ཆ体、産業ै、市関૒機関及び学識経ଫ者の

でஓ成ࡿ࡙

・さくらのまちづくりに関する๔኷的な知識を有するǍドǻイǡーを設མ

・本会議が૱बప定࡙ࡿ会のዂআを担い、ৰ本૱बの内ዴをල議

・፭ᎬĪ年Į月から４回開催


�� さくらのまちづくりৰ本૱बప定検討会議 ྃ内４Īड所

・ ྃ内各部ड所のಈ業૱बについて、ࣧ断的に情報੢有を図るとともに、各種施పと

の整合性を図りながら、ৰ本૱बにᄗ映するため開催

・ྃ内関૒ड所４Īड所のड所長でஓ成

・፭ᎬĪ年į月から４回開催

資ፍᇨ
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その後も多くの企業によって、 社宅や鉱山鉄道沿い等にソメイヨシノの植樹が行われたほか、 市民の

協力によって、 公共施設などにもたくさんの桜が植えられたことから、 本市は、 市民や訪れる人々を笑

顔にする 「さくらのまち」 となりました。

昭和５２年に桜を市の花に認定し、 平成２年には、 かみね公園 ・ 平和通りが日本の 「さくら名所１００

選」 に選定されました。 さらに、 平成１７年には環境都市 ・ 日立を宣言し、 「さくら」 を環境の歴史的シ

ンボルとしてきました。

一方で、 本市の宝でありシンボルでもある桜ですが、 近年では植樹から７０年余が経過したものもあ

ることから、 次第に衰えが目立ち始めています。

そこで、 先人たちが大切に守り育ててきた桜とその想いを、 次の世代に引き継いでいくとともに、 まち

の魅力向上や活性化を推進するための指針となる 「ひたちさくら彩
いろ

プラン」 を策定いたしました。

本計画の推進におきましては、 市民 ・ コミュニティ ・ 教育機関 ・ 産業界など、 数多くの関係者の皆様

方の御理解と御支援を賜りながら、 「ひたちらしさ」 の磨き上げにつながる 「さくらのまちづくり」 に取り

組んでまいります。

  結びに、 本計画の策定に当たり、 御審議いただきました日立市さくらのまちづくり推進市民会議の委

員の皆様をはじめ、 御協力を賜りました関係者の皆様に心からのお礼を申し上げます。

日立市は、 東に青く輝く太平洋、 西に四季折々の彩りを見せる阿武

隈山系の山々に囲まれた、 豊かな自然と温暖な気候に恵まれたまちで

す。 そして、 公園や街路樹、 学校をはじめ、 様々な場所で桜に出会う

ことができるまちでもあり、 春にはまちを華やかに彩るなど、 桜は、 多

くの市民に愛されています。

本市は、 日本有数の鉱工業都市として発展してきましたが、 鉱山か

らの煙害により、深刻な環境問題に直面した時代がありました。 しかし、

大煙突の建設や自然環境の回復を目指して企業と地域住民が協力し

て行った 「オオシマザクラ」 の植林などの煙害対策への取組により、 こ

の問題を克服してきた力強い歴史があります。

༌Ĩൻ　૱बのೡ౯　

		༌Ĩ節　ప定のೡ౯　���������� 　Ĩ

		༌ĩ節　૱बのࡔམ付け　��������　 Ĩ

		༌Ī節　૱ब期間　����������� 　Ĩ

		༌４節　対象ᄧࡗ　�����������　 Ĩ

༌ĩൻ　桜のଵඡとड༎　

		༌Ĩ節　本市の桜のଵඡ　�������� 　ĩ

		༌ĩ節　桜に関するड༎　��������　 ĩ

༌Īൻ　「さくらのまちづくり」⿤ኬ౪すべきౣ⿤　

		༌Ĩ節　ৰ本理Ⴊ　　����������　 Ī

　༌ĩ節　ৰ本方෕　⿤４つの方向性⿤　��　 Ī

　༌Ī節　施పの体૩　���������　 ４

		༌４節　ৰ本施ప　����������　 Ĭ

༌４ൻ　拠点施設における整備方෕　

		༌ � 節　重要管理拠点　��������　 Į

　༌ĩ節　その໢の拠点　��������　 İ

༌Ĭൻ　さくらのまちづくり実ଵに向けて　

		༌Ĩ節　Ĭ年後のኬ౪すべきౣ　����　Ĩħ

		༌ĩ節　૱बの෮ු体制　�������		Ĩħ　

資ፍᇨ

　ప定検討体制　������������　ĨĨ

ごあいさつ　

ኬ　次

令和４年５月 日立市長



⿤ひたちさくらఀ
いǂ

プラン⿤

日立市さくらのまちづくりৰ本૱ब

፭Ꭼ４年Ĭ月

日 立 市

（ᇨആ）ဒ市ଔ設部さくらड

	 	 Æ ඗ଡ日立市ൃ๖ྎࡹ　�������� �ོኬ �ᄮ �஼

	 	 6'.　������������
 代表 �

À　ୖ代桜

ൃ๖小学校の校࿍にነಓĪį（ĨİħĬ）年に植樹され、ነಓ、大ฝ、൨Ꭼ、

ᇓ成、そして፭Ꭼと生きᄌいている歴史ある桜です。ᇓ成のಐ代に�౟代桜�

と呼ƥれていたこの桜は、፭Ꭼになり�ୖ代桜�として歴史を૬ƃ໗けています。

本市ି有の桜

日立ஞন桜

ӡひたちָにかん֕くらӢ

お֍つやよい

ひたちऱ ӡみやびӢ
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